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ダイズシストセンチユウの抵抗性品種と増殖

に　つ　い　て

佐　　藤　　昭　　美

し岩手県鳥試）

1　ま　え　が　さ

ダイズシストセンチユクの砥抗性品種の椙に着生す

る雌成虫は感受性品種に比べ，きわめて少なく．．又こ

のような品種の栽培した後作に感受性品種を栽培して

も・その生育が良好になることがある．このような現

象を明確に把握するために数品種について線虫の侵入

および発育状況，圃場の線虫密度に対する影響につい

て調査を行なった．

2　タイズ鮭抗牲晶柵における線虫の侵入
および発雷

タイズ品種岩手ヤギ1号・フクメジロ・十系55・

ネマシラズおよびPI84751（D5品種を供試した．

調査の方法はダイズシストセンチユタを含む土壌200

タを素焼鈷（内径8m）につめダイズを2粒宛播種し

て19～21●Cの恒温室内で栽培した．

ダイズの発芽から5日ととに1品種4個体把ついて

枝をラクトフェノール酸性フクシン液で染色し．支根

について主根の分肢点よ少3－5C聾間隔に延30－

50付の相に寄生する線虫を発育段階別把調査した．

調査結果は第1表のとお少である．各品種における線

虫の侵入量は頼10伽当少7－12頭であわ品種間に

大差はない∴しかしその後の発育は感受性晶紆岩手ヤ

ギ1号種・フクメジロ種で発芽後10日日で第皿幼虫．

15日且に第Ⅳ幼虫．20日目に成虫が多く検出され

順調を発育を示したのに比べ．砥抗性品種ネマシラズ

種・Pエ84751種では発育がやや避妊したが．発芽後

10日目よカ第Ⅱ幼虫で．あるいは第Ⅳ幼虫．成虫に

発育したものでも虫体の内容が消失．空砲化し明らか

に集死しておれ　ことにPI84751種は腱全女腹成

虫は全く認められなかった．また捻抗性やや強の十系

55種では幼虫態で発育が停止し無死しているものが

認められるがその数は少ない．

これら各品種における検出虫数を性別に比較した結

果岩手ヤギ1号種，アクメソロ種では発芽後15日目

で雌虫が雄虫の15－2倍の検出数であったが．20

日・25日日ではやや雄虫が多く総じて雌雄が同程度

であるのに比べ，十系55，ネマシラズ種．p工84751

種では各調査時期を通じて雄虫が多く，ことにネマシ

テズ種では雌虫の2倍の雄虫が検出され▲　pエ84751種

では雄虫のみ検出された．各品種の雌虫検出割合は抵

抗性品種ほど低い傾向にある．

第1表　クイズ品種における線虫の発育状況

（19－20℃中，鉢栽培）

品

種

名

発の
発育段階別 虫数 （根 1 脚 当 ） 雌 雄 別 雌 虫 割 合

墓 第 Ⅱ

幼虫

第Ⅱ

幼虫

第 Ⅳ幼虫 成　 虫
総 虫 数

蟻 ×1（カ 〕

宇 否 ♀ 谷 ♀ 苔

石 5 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0

手

ヤ
10 4 5 5 9 0 0 0 0 0 0 0

ギ 15 8 6 8 8 6 2 2 9 0 0 6 2 2 9 6 8

1
号
Z ） 0 1 0 1 2 ⊥5 1 0 8 2 2 2 1 7 5 6

2 i 0 1 3 8 3 8 9 8 9 1 3 1 2 2 2 3 5

フ

∈ lL 6 0 0 0 0 0 0 0 0

10 3 3 2 7 0 0 0 0 0 0 0
ク

メ

ジ

15 8 4 2 5 ユ0 1 7 0 0 3 0 1 7 6 4

オ） 0 8 5 1 7 a D 8 5 8 2 2 2 ま2 4 1

tコ 2 5 0 8 6 8 6 L 4 2 1 8 3 2 7 1 7 6 1

十

系

5 12 9 0 0 0 0 0 0 0 0

10 2 5 2 7 0 0 0 0 0 0 0

15 1．2 a l 1 5 1 2 0 0 1 5 1 2 5 6

5 5 オ） 0 5 0 8 1 5 5 3 8 7 8 2 2 2 5 5 2 9

：方 8 5 0 5 8 8 8 9 0 1 1 6 8 9 2 5 2 6

ネ
5 11．6 0 0 0 0 0 0 0 0

10 4 4 1 2 0 0 0 0 0 0 0

シ
15 8 5 2 5 0 1 8 0 0 0 1 8 0

ラ オ） 8 2 8 2 8 8 2 7 8 2 8 4 L O a l 2 4

．ズ ：石 8 3 8 8 1 0 1 9 0 2 7 1 0 4 6 1 9

Ⅱ

84

5 8 7 0 0 0 0 0 0 0 0

10 1 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0

15 1．1 2 3 0 0 0 0 0 0 0

却 8 3 8 7 0 ま4 0 8 2 0 a 6 0

：5 0 0 0 1 8 0 ⊥8 0 a 6 0
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以上の結果から也抗性品種は線虫の発育ことに雌虫

の発育を阻止するようである．

ユ　抵抗性品種の栽培による阻場の線虫密度の変化

前述の品種をプロット（33が）把栽培して約15

日ととに抜取れ根に着生する雌成虫の季節的消長を

調査し，また圃場にかける春季と秋季の密度の比較を

行った．

第2表　　雌成虫着生数消長

（生頼1タ彗hの着生数）

調査月日
品　　 種　　 名

岩手 ヤギ 1号 フク メ ジロ 十系 5 ネマシラズ p 工8 4′万1

6 月 1 5 日 0 0 0 0

7　　 3 8 8 7 1 7 4 8 4 0

7　 1 4 2 1 7 6 5 8 3 0

8　　 3 3 6 7 ー 1 7 7 8 6 0

8　 1 7 2 9 2 － 2 8 0 0 0

9　 1 1 1 2 0 － 6 7 0 0

18　　 1 1 5 3 － － 0 0

合 ′′‾計 2 0 a 6 － 6 8 3 1 3 0

雌成虫の初発生は6月29日であったがその後の雌

成虫の着生消長は岩手ヤギ1号で第2表のとおカ7月

3日に最高のピークを示し．以後約1カ月後の8月6日

に再びピークが現われた．

本調査において雌成虫の着生の認められた品種は岩

手ヤギ1号種，十系55種であわ．ほかにネマシラズ

桂で僅少認められ．p工84751種では全く検出されな

かった．全調査期間に検出された総雌成虫は岩手ヤギ

1号種が最も多く、次いで十系55．ネマシテズ．

PI84751種の順であれ　前述の根内における雌虫検

出割合の順位と一致する．

春季．秋季の線虫密度の比較では岩手ヤギ栽培区で

増加したほかはいずれも減少し．ことにネマシラズ種．

Pエ84751種の栽培によカ春季の2分の1以下に低下

した．

第3衰　タイズ栽培圃場における線虫密度
（充シスト）の変化

品 種 名

春　 季 b J 秋　 季 由） 増　　 減

（5 月 2 6 日） （1 1 月 1 6 日）
蕗 ×1 0 0 ）

岩 手ヤギ 1号 5 2 7 0 1 4 6

フ ク メ ジ ロ
－－ －－・ －

十 系　 7 5 4 6 3 9 8 5

ネ　 マ シ ヲズ 3 4 1 5 4 4

f 工　8 4 7 5 1 6 4 2 9 4 5

琵　土讃100タ当少，3反覆調査

4　低抗性品種の連作Ⅵよる鰍虫密度の推移

抵抗性品質ネマシラズ樵をダイズシスト七／チエク

を接種した木板（lOOc打×10UC乃）に栽培し昭和

36年よカ3年間にわたカその」こ華中の線虫密鑑の推

移を岩手ヤギ1号種と比較調査した．

第4表　ダイズの連作と敵虫密匿の推移

（土壌100㌢うりの充シスト数）

区　 別
作 付 型 3 6 年 3 7 年 3 8 年

3 6年 3 7年 3 鈎 三春季 秋 季 春 季 秋 季 春 季 秋 季

感 受 性 品種

3 名 封乍

抵 抗 性 品種

2 年 連 作

媛 抗 性品 種

1 年 作

ヤ ギ ーヤ ギ ーヤ ギ

ネ 7 －ネ マ ーヤ ギ

ネ マ ーヤ ギ

∠払 5

盟 5

酢 0

1（1 0

8 4．7

15 3

飢 3

11（1 7

8 0

孔 5

‡r1 7

9 7

：m l

訂 3

14 0

訂 5

無　 接　 種 ヤ ギ ーヤ ギ ーヤ ギ 0 0 0 0 0 0

注　　ヤギ：岩手ヤギ1jヨ
ネマ：ネマシラズ

結果は第4表のとお少．ネマシラズ種を栽培すること

によ少線虫密度は低下した．こ・とに2年連作することによ

カ極端に低下して．初年度の約6分のlK減少した．

一方感受性品種岩手ヤギ1号種の栽培によカ初め急激

に密度が上昇したが．3年目にはその増加はKぶった．

以上の結果生じた線虫密度の差が後作の感受性品種の

生育，収量に及ぼす影響について岩手ヤギ1号種を供試

し調査した．

その結果は第5表に示すとかわ，初期の生育は感受性

品種（岩手ヤギ1号種）の連作区に比戟して抵抗性品種

（ネマシラズ種）の栽培後作のダイズは良好であったが

収量調査の結果では丑抗性品種1年栽培区は着乗数．子葉

重が劣力減収したが．2年の連作にエカ極端に線虫密度

の低下をもたらした区では無線虫区同様，線虫の被書は

回避された・

第5表　赴抗性品種栽培後作の感受性品種の生育
および収量

区　　 別

1 0個体 当カ 首

粒

茎

長

分

枝

健
全
2－3

蜘総梓

重

同原
準比 子実
重
周
準
壬 数 乗

数

12 7

孔0

感受性品種

3毎 作

毯抗性品種
2年連作

1缶 0

別8 3

」蛤

91

払7

87 5

盗

fB

研

18 7

m 9

（戸）
44 1

鼠1

1 7

2 8

8 1

18 2

同 1 年作

標 準
（無接種）

1：氾0

飢 0

46

100

払5

1凪1

25

1の

ユ6 3

a 2

弘 7

盟9

1 9

a l

8 7

缶6

5 2

盈7
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以上の結果から．抵抗性品種を直接栽培品種として

採用することが厳も望ましいが．品質，成熟期の点で

それが不可能を場合でも捕獲作物として棍虫密度の低

下に役立てることができると考える．

大豆単作耕種法確立に関する試験

弟2報　晩播栽培における栽栢様式につhて

野崎光夫・浅野清美

（宮城県鼻試）

1雪　月L　が　き

宮城県にかける大豆の栽培面横は年々減少している

が・現在なお13，000haもあわ夏畑作物の王座を占め

ている・しかし乍ら，本県大豆の平均反収は．わずか

に130■′程度で依然として停滞している．この低収

の大毒を原因は水稲依存度がきわめて高く，経営の中

心が水田にあるためでもあるが，従来までの栽培は麦

間作栽培一本立であれ　しかも間作なるがゆえに大き

を制約を受け・かつ労働力の競合などによカ管理も不

充分となれ　したがって無計画を捨て作少を余儀なく

さ九・と九が慣行になってhたわけである．間作によ

る諸障害の排除・労働力の配分及び機械力の導入等を

前捷とし一前作麦跡を耕起整地し，大豆を播種する所

謂晩播単作栽培の場合の栽植様式について昭和35年

以降試験を実施し・一応の結果を得たのでその概要を

報告する・なお・本報告は主として昭和37年度に調

査し大総乗によるものである．

2　駄　麟　方　法

播種舶　瞳巾 株間（17ーノレ当如乗数 1本立）備　考

625f㌫亘3如00工芸†2500弓SI16661培土1回

712－…3：い6666－12†3333－1；†2222｝監志
供試品種 タチスズナリ・シンメジロ

a h徽絶景並びに孝義

第1表に示したように・晩播程生育日数が虚指され

る・特に開花迄日数の短船が大きい，つまカ栄養生長

期間が眈藩になる乱極端に少なくなるのが大きを特

徴で・開花から成熟までの日数は大きな動きはみられ

なれ従って晩捧窄栄養生長量が少ないから，これを
補う為に密櫓の必要がある．

第1表　播種期の移動による開花並びに結実日数
との関係

播 種 細 溺 花 期 開 花 迄 成 熟 期 結 実 日数 生 育 日数

（月 日） （月 日 ） 日 数

（日 ）
（月 日 ） （日） （日）

5　 3 1 8　 4 6 5 1 0 1 0 6 7 1 3 2

6　 2 5 8 1 1 4 7 1 （1 1 3 6 3 1 1 0

7 1 2 8　 2 0 3 9 1 （1 1 9 6 0 9 9

品種：シンメジロ

第2表は大麦跡を前操とした場合の播種期6月下旬

格の結果である・すなわち，この頃播種してもかな少

繁茂する・特に畦巾が狭く／教権株数の多h私初期

から伸びが早く茎長は長い・しかし主茎節数には殆

ど差がなく・その他の主要形質（分枝・蔓の太さ・．乗

数）は密楢によ少減少する．つまカ密植程徒長的な生

育を示す．

密楯適応性の高いクチスズナリとやや倒伏し易いシ

ンメジロを供試したが，二品種共傾向は同じである．

即ち畦巾に大きな関係はなく．挟間10伽の収量が高

い・次いで一　5伽と66伽で両極端である．ま3伽と

15伽は減収の傾向を示した．同一株数では40∞×

15伽・つま少臣巾を狭く株間を広くした場合と．60

伽×10伽では後者が多収を示した．特に株間を広く

した場合・密植適応性の高いクチスズナリの減収程度

がやや大きい．又同一株数で60α×a3叫すなわ

ち，畦巾を広く株間を極端に狭くした場合と，40伽×

5伽では後者が明らかに多収である．このことは晩播

栽培という特殊を生育経過からくるものと思われる．

すなわち1ケ月晩揮することによカ過剰生長は或る程

度抑えられるが・大豆は総量の約40節が子実重であ

ることから考えれば・多収を挙げる上に．ある程度伸

ばす所謂栄養生長量の確保が必要・である．従って疎開


